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〈「
議
会
だ
よ
り
」は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
ら
れ
ま
す
・・・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
き
、「
深
谷
市
議
会
」、「
市
議
会
だ
よ
り（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
）の
順
に
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
創
刊
号
か
ら
今
号
ま
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。〉

〈
一
般
質
問
記
事
の
掲
載
は
、
通
告
順
で
す
。〉

一般質問 一般質問

Q

Q

A

A

未
買
収
地
が
駅
南
口
広
場
の
発
展
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る

秩
父
鉄
道
が
惹
じ
ゃ
っ
き
起
し
た
明
戸
駅
周
辺
の
大
事
件
、
市
民
は
不
安
に
お
の
の
く

建
物
の
建
て
替
え
時
等
の
機
会
を
と
ら
え
て
交
渉
を
再
開
し
て
い
く

秩
父
鉄
道
に
適
正
な
管
理
指
導
を
厳
正
に
求
め
て
い
く

為た
め

谷が
や

　
　
剛ご

お

永な
が

田た

　
勝か

つ

彦ひ
こ

問
　
駅
南
口
広
場
の
未
買
収
地
は
何
か
問
題

が
あ
っ
た
の
か
？
ま
た
、
今
後
の
計
画
は
あ

る
の
か
。

答
　
深
谷
駅
橋
上
化
事
業
に
合
わ
せ
て
拡
張

す
る
た
め
、
平
成
５
年
度
か
ら
事
業
に
着
手

し
、
平
成
８
年
度
に
完
成
し
た
。
未
買
収
地

に
つ
い
て
は
、
数
年
に
わ
た
り
、
用
地
買
収

の
交
渉
を
進
め
て
き
た
が
、
地
権
者
か
ら
の

理
解
が
得
ら
れ
ず
契
約
に
至
ら
な
か
っ
た
。

今
後
は
建
物
の
建
て
替
え
時
等
の
機
会
を
と

ら
え
て
、
交
渉
を
再
開
し
て
い
く
。

深
谷
駅
有
効
利
用

問
　
駅
舎
の
「
旧
観
光
協
会
事
務
室
」
の
今

後
の
計
画
は
？

答
　
改
札
口
南
側
の
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

観
光
協
会
の
移
転
以
降
、
利
用
さ
れ
て
い
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
ス
ペ
ー
ス
は

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
所
有
し
て
い
る
区
分
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
よ
る
利

活
用
の
動
向
を
見
守
っ
て
き
た
。
直
近
の
動

向
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
出
店
が

予
定
さ
れ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

問
　
夏
の
暑
い
日
や
冬
の
寒
い
日
で
も
快
適

問
　
秩
父
鉄
道
が
昭
和
49
年
頃
、
お
よ
そ
30

年
以
前
買
収
、
明
戸
駅
周
辺
に
拡
が
る
７
ヘ

ク
タ
ー
ル
超
の
農
地
に
土
砂
等
が
堆
積
、
起

伏
の
あ
る
不
毛
地
に
樹
木
・
雑
草
が
生
い
茂

る
。
農
地
法
に
抵
触
、
農
地
法
違
反
で
あ
る
。

答
　
現
地
は
樹
木
・
葦あ
し

が
認
め
ら
れ
、
近
隣

住
民
の
不
安
は
計
り
知
れ
な
い
。
農
地
と
し

て
適
正
管
理
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
秩
父
鉄

道
に
対
し
、
今
後
引
き
続
き
強
く
指
導
し
て

い
く
。

問
　
平
成
24
年
４
月
８
日
、
繁
茂
し
た
雑
草

等
に
火
が
放
た
れ
た
。
隣
接
・
近
接
に
酸
素

充
填
会
社
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
充
填
会
社
が
操
業
中
、

近
隣
住
民
は
不
安
と
恐
怖
に
お
ち
い
る
。
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
微
塵
も
な
い
企
業
に
対

し
ど
ん
な
指
導
を
行
う
の
か
。

答
　
秩
父
鉄
道
に
改
善
を
図
る
べ
く
指
導
し
、

図
ら
れ
な
い
場
合
は
継
続
的
に
管
理
指
導
を

徹
底
す
る
。

問
　
雑
草
等
が
繁
茂
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

マ
ム
シ
が
生
息
し
、
既
に
多
く
の
住
民
が
咬

ま
れ
危
険
で
あ
る
。

答
　
秩
父
鉄
道
に
対
し
、
雑
草
等
の
撤
去
、

適
正
管
理
を
指
導
す
る
。
ま
た
、
生
き
も
の

は
、
み
だ
り
に
殺
生
し
て
は
な
ら
な
い
。
危

に
電
車
を
待
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
駅
ホ

ー
ム
へ
Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
て
下
り
線
に
待
合
室

の
設
置
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
？

答
　
現
在
ホ
ー
ム
上
の
待
合
室
に
つ
い
て
は

上
り
線
ホ
ー
ム
の
み
設
置
さ
れ
て
お
り
、
下

り
線
ホ
ー
ム
に
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

の
よ
う
な
状
況
か
ら
深
谷
市
と
し
て
も
Ｊ
Ｒ

東
日
本
に
対
し
待
合
室
の
設
置
に
つ
い
て
要

望
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
時
点

で
は
計
画
が
な
い
と
の
回
答
だ
が
、
今
後
も

引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
要
望
し
て
い
く
。

険
を
感
じ
た
ら
近
付
か
な
い
。
水
を
掛
け
る

等
行
い
避
け
る
。

問
　
明
戸
駅
南
側
駐
輪
場
整
備
に
つ
い
て
。

答
　
駅
前
と
し
て
の
整
備
が
不
十
分
。
舗
装

等
を
行
い
適
正
に
管
理
す
る
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
つ
い
て

問
　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
角
度
定
期
的
修
正
は
。

答
　
深
谷
市
全
体
で
４
３
４
２
基
あ
り
。
適

正
な
管
理
に
努
め
る
。

Q

Q

A

A

夏
の
節
電
の
取
り
組
み
は

不
育
症
対
策
、
市
の
積
極
的
な
支
援
体
制
の
強
化
を

全
庁
的
に
取
り
組
み
昨
年
と
同
様
に
実
施
す
る

国
や
県
か
ら
発
信
し
て
い
る
も
の
を
活
用
し
啓
発
に
努
め
る

髙た
か

田だ

　
博ひ

ろ

之ゆ
き

五ご

間ま

く
み
子こ

問
　
市
内
小
・
中
学
校
で
の
節
電
の
教
育
と

実
践
は
。

答
　
東
日
本
大
震
災
後
、
経
済
活
動
や
生
活

様
式
を
見
直
す
な
か
で
、
道
徳
の
時
間
等
に

自
分
の
生
き
方
や
生
活
を
見
直
し
、
物
を
大

切
に
す
る
心
を
育
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
で
子
供
達
の
節
電
に
対
す
る
意
識
が

家
庭
や
地
域
に
波
及
し
、
市
全
体
の
対
策
と

し
て
高
い
効
果
が
上
げ
ら
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

問
　
中
学
校
は
６
月
末
、
小
学
校
は
８
月
末

に
エ
ア
コ
ン
設
置
完
了
と
の
こ
と
だ
が
、
運

問
　
不
育
症
と
は
、
２
回
以
上
の
流
産
、
死

産
、
あ
る
い
は
、
早
期
新
生
児
死
亡
（
生
後

１
週
間
以
内
の
赤
ち
ゃ
ん
の
死
亡
）
が
あ
る

場
合
を
い
う
。
患
者
数
は
全
国
で
約
１
４
０

万
人
、
毎
年
３
万
人
が
新
た
に
発
症
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
適
切
な
治
療
に
よ

り
、
約
80
％
以
上
の
出
産
が
可
能
と
も
い
わ

れ
て
お
り
、
周
知
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
が
。

答
　
検
査
や
治
療
の
周
知
を
図
り
、
社
会
的

認
知
度
の
向
上
に
努
め
る
。

問
　
相
談
体
制
は
。

答
　
厚
労
省
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
い
、
対
応

の
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

問
　
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
補
助
金
の
創

設
を
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
　
保
険
適
用
の
拡
大
が
図
ら
れ
て
お
り
、

公
費
助
成
制
度
の
導
入
予
定
は
な
い
。

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
導
入
を

問
　
本
制
度
は
、
平
成
19
年
以
降
、
国
の
介

護
支
援
交
付
金
の
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
た
こ
と

で
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る
。
特
に
介
護
予

防
や
生
き
が
い
の
増
進
と
な
る
な
ど
の
効
果

が
あ
り
、
高
齢
者
が
心
身
と
も
に
健
康
で
い

用
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
期
間
は
夏
の
３

か
月
間
。
時
間
は
授
業
中
及
び
給
食
の
間
、

温
度
は
28
度
で
既
存
の
扇
風
機
も
活
用
す
る
。

電
力
使
用
量
は
20
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
で

昨
年
の
実
績
の
な
か
で
捻
出
で
き
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

問
　
学
校
以
外
で
の
深
谷
市
の
施
設
で
の
節

電
結
果
は
。

答
　
平
成
23
年
度
夏
の
節
電
は
本
庁
舎
・
教

育
庁
舎
・
支
所
等
で
前
年
比
31
％
か
ら
17
％

で
、
平
均
27
％
で
あ
っ
た
。

行
事
・
唄
な
ど
記
録
し
て
お
く
べ
き
だ

問
　
郷
土
の
行
事
・
唄
な
ど
の
記
録
は
。

答
　
ど
の
よ
う
な
行
事
や
儀
礼
が
市
内
で
行

わ
れ
て
い
る
の
か
調
査
し
て
い
く
。
そ
の
う

え
で
、
継
承
さ
れ
て
い
る
行
事
・
儀
礼
と
地

域
と
の
結
び
つ
き
や
保
存
と
記
録
の
方
法
に

つ
き
研
究
し
て
い
く
。

問
　
郷
土
芸
能
の
保
存
と
継
承
は
。

答
　
無
形
文
化
財
保
存
団
体
に
後
継
者
育
成

補
助
金
を
交
付
。
小
学
校
で
は
体
験
学
習
を

実
施
。
映
像
記
録
事
業
は
13
件
記
録
し
、
今

後
も
継
続
し
て
い
く
。

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
制
度
の
導
入
の
再
考
を
。

答
　
前
回
の
質
問
以
降
、
保
険
者
で
あ
る
大

里
広
域
市
町
村
圏
組
合
と
協
議
し
て
い
る
が
、

具
体
化
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
実
施

自
治
体
の
成
果
等
も
注
視
し
つ
つ
、
制
度
の

導
入
に
向
け
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

問
　
導
入
に
向
け
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
は
、

本
制
度
を
評
価
し
て
い
る
と
の
見
解
か
。

答
　
成
功
例
を
集
め
、
保
険
者
の
方
に
提
案

し
て
い
き
た
い
。

エアコン設置

深谷駅

（厚生省のホームページより）

介護支援ボランティア活動実施スキームの一例

秩父鉄道明戸駅


